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一Kismineは 本 当 に"innocent"なのか?一
橘 　 幸 子
F.ScottFitzgeraldが書 きの こ した作品 の中で、長編 は未完のTheLast
Tycoon(1941)を含 めて もわず か五作 しかないが、 短 編 は180ほ ど に も上
ると言わ れ て い る。 しか しそれ らは、 同年 代 のErnestHemingwayや
WilliamFaulknerの短編 のよ うに熱心 な研究対象 とされる ことがほ とん ど
無 い。 こう した短編軽視 の傾向に は、「短編 は金稼 ぎのた あ に書 かれ た もの
で、長編 こそが彼 の"seriouswork"だ」 という、 もはや定説の よ うにな っ
て しまった考えが少 なか らぬ影響 を及 ぼ しているようだ。 ともに1922年に
発表 され、批評家 か らは高 く評価 されてい る"TheDiamondasBigasthe
Ritz"と"WinterDreams"でさえ も、 その三年 後 に出版 された大 作The
GreatGatsby(1925)への布石 と見 な され、 それぞ れの短編 と長編 との関
連性 が論点 とされ ることも多 い。
近年、"WinterDreams"を扱 った論 を発表 したQuentinE.Martinは、
従 来のFitzgerald研究 における問題点 として、短編 のテ クス トに対 す る詳
細 な分 析の欠乏 、 とりわ け、女性 の登場人物 に関 して深 い考察が見 られない
ことを挙げてい る。"WinterDreams"のヒロイ ンで あるJudyJonesには、
男性 を誘惑 して は傷っ ける典型的 な"goldengirl"とい うイメー ジが定 着 し
て いるのだ が、Martinは、彼女 を取 り巻 く男性側 の姿勢 に 目を向 け るこ と
でJudy像 の修正を試みて いる。Martinは論 の中で、Judyが 男性 と対等
に扱 われることを望 む20世 紀 的な"NewWoman"で あ るの に対 して、 男
性 たちは女性を 「服従 させ るか理想 化 す る」("tameoridealize")ことに
よって、 自分の意 に添 う人形のよ うに して しまお うという前 時代 的な考 えを
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保持 し、それを彼女 に も適用 しようと して いるのだ と指摘す る。 こ うした男
性側の意識 を明 らか にす ることによって は じめて、表面上 は無分別で一方 的
な攻撃 のように見 えるJudyの振 る舞 いを、彼 女を コ ントロール しよ うとす
る男性側か らの攻撃 に対す るカウ ンターパ ンチなのだ と解釈 す ることも可能
にな るのだ。
本論 で取 り上 げる"TheDiamondasBigastheRitz"のヒ ロ イ ン
KismineWashingtonも、Judyと同様 に、 従 来 の批評 で はお定 ま りの イ
メージで単純化 されて きたと言え る。Judyに"femmefatale"とい う ラベ
ルが貼 られ て きたの に対 して、Kismineは、 お伽 の国 のよ うな家 に住 む
「純潔 な」 プ リンセス と評 され、"innocent"とい う単語 で形容 され る ことが
多 い。Kismineにっ いて再考す るた めには、本論 で も、 彼女 を取 り巻 く男
性 たちに注 目 しなければな らない。Kismineが"innocent"であ るか ど うか
を問題 にす るには、彼女 の言動 とあわせて、彼女 が住 むWashingtQn家と、
彼女 を 「服従」 させてい る父Braddock、そ して彼女 を 「理想化」 して い る
主人公Johnに っいて考察 す ることが必要 なのであ る。
ま ず は、Kismineの父Braddockと、 彼 が 家 長 を 務 め る 現 在 の
Washington家につ いて考えてい こう。多 くの批評 において、Fitz-Norman
CulpepperWashingtonが南北戦争終結直後 に西部 に渡 り、 そ こで ダイ ア
モ ン ドの 山 を 発 見 した こ と、 そ の後 、 彼 の 息 子 で 現 在 の 当 主 で あ る
Braddockがその山の上 に、映画産業 に従事す る男の設計によ る、 ハ リウ ッ
ド映画 のセ ッ トのよ うな大邸宅 を建 てた ことは、19世紀版 アメ リカ ンドリー
ムか ら20世紀版へ の直線 的な流 れを示 している と解 釈 されて きた。 しか し
本論で注 目 したいのは、 その流れ の中で、Braddockが父 の死後三年 経 った
1903年に ダイアモ ン ドの鉱山を閉鎖 し、 さ らにその存在 を秘 密 に して お く
ために この時点 か らアメ リカ社会 との接触 を完 全に断 って しま った ことであ
る。LeonardA.Podisも指摘 して いるように、Braddockが家 を秘 密 に し
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てお くため にとる手立て は、Fitz-Normanのも に比 べて大 幅 に ス ケール
ア ップ して いる。Fitz-Normanの場 合 は、州の測量局 を買 収 した り、 合衆
国 の公式地 図に手 を加 えた りと、 国家の制度 に寄生 す る形 であ ったの に対 し
て、Braddockは自分 の力で周 囲の 自然を改造 して しま うことによ って、 ア
メ リカ社会 か ら全 く干渉 され ることが ない状態を維 持 してい る(Podis506-
7)。Washington家の領域 に入 る直 前、Braddockの息子PercyがJohn
に ・ThisiswheretheUnitedStatesends,fathersays"(80)と告 げ て
い るよ うに、1903年か ら作 品 の背 景 で あ る1920年代 初 頭 まで の間 、
Washington家はア メ リカ社会 か ら独 立 した、Braddockの自治領域 と して
存在 してい るのだ。
同時代の社会 か ら孤立 して い るWashington家が"01d-fashioned"であ
ることは、 これ まで、現代文明を代表す る飛行機 との関係か ら指摘 されて き
た。作品中 に も明記 され ているよ うに、Braddockにとって最大の脅威 は飛
行機であ り、 それ に太刀打 ちで きる武器 を持 たな いWashington家は、最
終 的 に ダイ ア モ ン ドの山 ごと自爆 せ ざ るをえな い状況 に追 い込 ま れ る。
Braddockが社会か ら離反 したのが、 ライ ト兄弟が最初 に飛行機 を完成 させ
たの と同 じ1903年であ ることは偶 然 とは言えな いだ ろう。 この年 ア メ リカ
で はもう一 っ、現 代文 化を代表 す るものである映画、その原点 となる、プロッ
トを持っ最初の作品TheGreatTrainRobbery力蜒 生 した。そ れか ら急速
に発展 した映画産 業 に対す るWashington家の姿勢 に注 目す れば、 彼 らは
思想 的に も"old-fashioned"である ことがわか る。映画産業 に従事 す る男が
設計 した家 の特徴 がいかにハ リウ ッ ド的な ものであ るか とい う点が関心 の的
とな って きた結果 、あま り重視 されて はこなか ったのだが、Braddockはそ
もそ も自分 の邸宅 を造 園家、建築家、舞 台装 置デザイナー、 そ して 「前世紀
の遺 物」 であ るフランスのデカ ダン派詩人 という、"theolder,moretradi-
tionalarts"(Martin132)の力で設計 させ ることを希望 して いたので ある。
息子のPercyがこの家 の設計 につ いてJohnに説明 す る とき、 彼 は、 まず
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それ ら伝統的 な芸術家 たちにや らせてみ たのだが うま くいかなか ったとい う
次第 につ いて長 々 と言 い訳 のよ うに語 り、最 後 にわず か2セ ンテ ンス で、
結局 は映画関係の人間が設計 したこと、 その人物が読み書 きもで きず、食事
のナプキ ンを衿 に突 っ込 むよ うな"badmanner"の男 で あ る ことを一 家 の
恥 と して打 ち明 け る。 莫 大 な財 産 を 所有 して い るだ けで な く、George
WashingtonとBaltimore卿の直系の子孫 とい う家柄を持 ち、Virginia州
出身であ るWashington家にお ける、 このよ うな姿勢、伝統や"goodman-
ner"を尊重 し、粗野 な新興勢力 を蔑視す る とい う姿 勢 は、 作品 の背 景 で あ
る1920年代 よりも一時代前の、 ヴィク トリア ン ・アメ リカ時代 の上 流 階級
の思 潮を連想 させ る。 よ く知 られて いるよ うに、 この ヴィク トリア時代 には
男性 は"publicsphere"に、女 性 は"privatesphere"にい るものだ とい う
「領域分離」 が行 われていた。 それに伴 い 「男 らしさ」 と 「女 ら しさ」 の規
範が成立 し、女性 は従属 的で弱 い存 在 だ と位 置 づ け られ て いた ので あ る。
Washington家で起 こる戦闘 にっ いて語 るPercyの言葉 に は、 こう した規
範の影響 が端 的に表れてい る。
We've got half a dozen anti-aircraft guns and we've arranged it 
so far — but there've been a few deaths and a great many prison-
ers. Not that we mind that, you know, father and I, but it upsets 
mother and the  girls.... (81)
実際のアメリカ社会において、1903年から1920年代初頭の間は、女性
たちの動 きが活発 になり、社会基準が大 きく変化 した時期にあたる。19世
紀末から盛んになった女性解放運動が1920年の参政権獲得で一応の結実を
迎え、それと前後 して今度 は、行動や生活様式における自由を体現するフラッ
パーと呼ばれる若い女性達が現れてくる。 しかし、その間アメ リカ社会 とは
乖離 していた現在のWashington家では、19世紀後半までの男性優位的な
基準が揺 るぎな く維持されているのである。 また、1903年辺 りのアメ リカ
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で は、従 属 的な役割 か らの解放 を求 め る女性 の声 が徐 々に高 ま りっっ ある こ
と に不安 を覚 え た男 性 た ち が、 徒 党 を組 み、"masculineprimitivism,
physicalstrength,outdoorsmanship"とい った 「男 ら しさ」 を 過度 に尊
重 す る"apopularcultofvirility"とい う動 きが起 こって いた(Sanderson
145)。現 在のWashington家において も、Braddockはゲ ス トで あるJohn
に自分 の力強 さを殊更 に誇示 している。Johnを連 れて敷地 内 を案 内す る と
き、Braddockはまず、硫酸 のシ ャンプーをさせ ることも辞 さない、 とい う
圧政的な態度 で管理 してい る250人の黒人奴隷 の居 住 区 に足 を向 け、 その
次 に はゴルフコースに向か い、地下 に捕虜 と して監 禁 して い る20人 以上 の
飛行機乗 りの男 たちの姿 を見せっ ける。 その後BraddockがPercyとJohn
を伴 い、連 日屋外 で狩 りや釣 りな どをすることで"outdoorsmanship"を培 っ
ている間、 一家の女 性達 は作 品 の表面 に現 れ る ことな く、"femininelan-
guor"や"softness"(82)とい った言葉 で描写 される家 の中に姿 を消 した ま
まなので あ る。
Washington家におけ る男性優位 の状 況 は、 ダイ アモ ン ドを手 にす るの
が男性だ けに限 られている ことか らも指摘 できる。本作品 にお いて、 ダイア
モ ン ドはWashington家の財産 の象徴で ある と同時 に、語 源 であ るギ リシ
ア語の アマダスか ら派生 した、従1頂で ない もの、征服 しえ ない力 とい う意味
を持 って いる ことか ら、「男 性的な」 力の象徴 に もな ってい ると考 え られる。
近年の女性史研究で明 らか にされて いるよ うに、「男性文化 の産 物」 で あ る
西部開拓 によって ダイアモ ン ドの山を発見 したFitz-Normanは、 その後22
力国の首 都を訪れ、五人の皇帝、十一人の王、三人の王子、それに シャー と
カー ンとサル タ ンが一人ずっ、 というように男性権力者ばか りに ダイアモ ン
ドを売 り渡す。財産 を相続 し、現在 「リッツホテル ほどもあ る超特大 のダイ
アモン ド」の所有 者で あるBraddockは、後継者 である息子 のPercyには、
「切手 の代 わ りに宝石 を集 めていた」(77)と発言 させ るくらいふん だんに貴
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重財 を与えて いる。 これ に対 して娘 のKismineとJasmineが身 にっ けて
登場す るのは 「貞節」の意味を持っサ フ ァイ アだ けで あり、 しか もそれ はい
っ も、ま るで貞操帯 の ように、女性のセ クシュア リティと結びつけ られ る髪
に留め られて いるのだ。
この ことが比 喩的 に表 して いるように、Braddockの娘達、特 にKismine
に対す る干渉 は、 ヴ ィク トリア ン ・モラル と して名高 い性の抑圧、娘 の純潔
を維持 させ る とい う点 に集 中 している。物語 の前半 でKismineは、 お父 さ
ん は一度 も自分 たちを叱 った ことが ない し、Jasmineが幼少 期 に彼 を階段
の上か ら突 き落 と した ときです ら無反応 で あ った と告 げ て いる。 しか し、
KismineとJohnとの密会を発 見 した とき には、Braddockは彼 女 に対 し
て怒 りを露 わ に しなが ら、す ぐに姉 と一緒に、女の子同士で行動 す るよ うに
厳 しい口調で指示す る。 それまでBraddockが彼女 を叱 らなか った の は、
Kismineが、女 の子 の一人歩 きす ら許 さない厳格 な女 子学校 に入 学 させ よ
うとす る父の意向 を受 け入 れ、 また、兄で あるPercy以外 の男 の子 と二 人
きりで会 うの は絶対 に許 さないという父の命令 に従 うような、従順な娘であっ
たか らだ。Kismineがこれ まで、父が強制す るヴィク トリア朝的なモラル ・
コー ドに従 って成長 して きたことは、彼女 の最初の登場場面 での 自己定義 に
表れてい る。
I'm very innocent and girlish. I never smoke, or drink, or read 
anything except poetry. I know scarcely any mathematics or 
chemistry. I dress very simply — in fact, I scarcely dress at all. 
I think sophisticated is the last thing you can say about me. I 
believe girls ought to enjoy their youths in a wholesome way. 
(91)
彼女が主張する 「女の子 らしさ」は、同時代のフラッパー達の最大の特徴で
ある喫煙、飲酒、ファッションを全否定 した もの、明 らかに旧式の価値観に
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基づいた ものだ。1920年代 の実社会 で は、"wholesomegirl"とい う概念
がそのま ま堅苦 しいヴ ィク トリアニズムの象徴 と見な されていた ことは、 当
時の アメ リカ世相 を描 写 したF.L.Allenの有 名 な著書 、0吻Yesterday
に記 されて いる通 りで ある(Allen96-7)。
ヴィク トリア朝的 な価値観 が存続す る この家 で、"innocent"である こ と
を余儀な くされてきたKismineだが、彼女が その状態か ら解 放 され る こ と
を望 んで いるのは、父 の禁止 に背 いて 自 らJohnに会 いに来 たことか ら明 ら
かであ る。最初 のJohnとの密会で、Kismineは、 それ まで父 に強制 され
て きた純 潔 とい う性道徳 を逆 に利用す ることに よって、Johnを誘 惑 して い
る。
"I like you," she whispered, intimately. "Are you going to spend 
all your time with Percy while you're here, or will you be nice 
to me? Just think — I'm absolutely fresh ground. I've never had 
a boy in love with me in all my  life.... I came all the way out 
here into this grove hoping to run into you, where the family 
wouldn't be  around.... You haven't asked me to kiss you once. 
I thought boys always did that nowadays." (92)
「近 頃の男 の子 はいっ もキス したがる ものだ」と考えた うえで、わざわざこっ
そ りJohnに会 いに来 ているということは、 彼 女 はJohnにそ うされ るのを
予想 し、 それを望 んでいた とい うことになる。Kismineにと って、Johnと
の接触 は、純潔 か ら脱却す るための性的刺激 なのだ。少 し後の二人 の最初 の
キス シー ンで、Kismineは、 眼差 しでJohnを 促 した後 、 親 に与 え られ た
"Kismine"とい う名前 を、性欲 を表す"Kissme"とい う言 葉 と混同 させ る
ことによ って、二人 のキスを確定的 にす る。
He held her hand and she gave him such a look that he
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whispered her name aloud. She bent toward him — then hesi-
tated. 
"Did you say  ` Kismine'  ?  " She asked softly, "or —" (97)
この ように、二人の恋愛 はKismineの方か ら働 きか けることで成 立 し、 進
展 してい る。Johnとの接触を契機 と して、彼女 は、父の意 のま まに な る受
け身 のヴ ィク トリア朝 的優等生 か ら、主体性 を持 った現代女性へ と変化 しっ
っあるのだと考 え られる。
さて、 ここで物語 の視点 的人物 であるJohnに 目を向 け、 彼の物 の見方 が
Kismineの描 写 に ど の よ うな 影 響 を与 え て い る の か 見 て い こ う。
Washington家のよ うに年代か ら特定す るこ とはで きな いが、 この家 を訪
れ るJohn自身 も、Kismineの言 う 「近頃 の男 の子」、1920年代 の男 の子
ではな く、前時代的 な若者 として設定 されて いる ことは容易 に読 みとれる。
彼 の出身地 であ る架 空の町Hadesは、 入 り口に"old-fashionedVictorian
motto"が掲 げ られた、「長 い間世 間 とは隔 た って い る」 地域 で あ り、 ここ
の住民 の服装 や文学、礼儀作法 は全て世間 の流行 よ りもか なり遅 れ た ものだ
と記 されてい る(75)。町 の"Victorianmotto"は、 「妙 に心 を引 きっ ける」
(76)ものだ と感 じて いるJohnは、 この町 の時代遅 れ の文 化 に深 く傾倒 し
てい る。最初 の密会 でKismineが「あなた はキ ス しよ うとしなか った」 と
言 ったとき、彼 はそれを褒 め言葉 と受 け取 り、Hadesの男 女 は軽 々 しくキ
ス したり しないんだと誇 らしげに告 げる。本作品 よ りも二年前 に発表 され た
処女長編ThisSide(>fParadise(1920)の主人公 で、20年代の若者 の代 表
的人物で あるAmoryが 、Johnと同 じ年 齢 の時 に、 「8時 前 に会 った人 気
のある女 の子 とは、12時前 に はキ スで きる」 と考 え て いた こ とと比 較す れ
ば、Johnが明 らかに旧式 の恋愛観 を持 っている ことがわかる。
物語 の語 り手 は、視点 的人物 であるJohnと連動 し、常 に彼 の心理 を語 る
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ため、Kismineの言動 にも、Johnの一方 的 な、 旧式 の価値観 に基づ いた解
釈がっ きま とうことにな る。 先に引用 した二人 のキ スシー ンでは、 キスを確
定 させ るた めに発せ られた彼女 の言葉 のす ぐ後 に、"Shehadwantedtobe
sure.Shethoughtshemighthavemisunderstood"(97)とい うJohn
の解釈が挿 入 され る。 そのため、彼女 の積極性 は歪 め られ、彼女 の言動 は純
真 な少女の恥 じらいか ら、既成 の 「女 の子 らしさ」 か ら生 じた ものに変換 さ
れて しまうのだ。
Johnが恋 愛対象 と して いるの は現実 のKismineではな く、 彼 の心 の中
の、理想化 されたKismineである ことは、彼女 がJohnに、 この家 を訪 れ
たゲ ス ト達 は皆、父 の指示 で殺 されて きた とい う秘密 を打 ち明 ける場 面で表
面化す る。 この時、 自分 も殺 されることになるだろ うと知 らされ たJohnの
恐怖 は、 しだいにKismineに対す る怒 りへ と変化 してい く。
"And so," cried John accusingly, "and so you were letting me 
make love to you and pretending to return it, and talking about 
marriage, all the time knowing perfectly well that I'd never get 
out of here alive —" (101)
Johnの信奉 する旧式 のヴ ィク トリア朝的倫理観 では、Kismineのよ うな良
家の子女 に とって は、恋愛の延長線上 には必 ず結 婚があ り、 キス とい う肉体
的 な接触 も、結婚 を前提 と したうえで許容 され るのであ る。Johnは、 結婚
で きないとわか って いる自分 とキスを したKismineには"decency"が欠 け
て いると非難 し、そんな彼女の ことは もう愛 せない と告げている。




"You must be cra
zy —"
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"Of course I'm going," she interrupted impatiently. 
"You most certainly are not. You —" 
"Very well," she said quietly, "we'll catch up with father now 
and talk it over with him." 
Defeated, John mustered a sickly smile. (102)
"1'mgoing"とい う言 葉を繰 り返 し
、反対 す るJohnに脅迫 めいたことを言 っ
て まで 自分 の主張を押 し通 して いることか ら、彼女 は、現在 のWashington
家か ら脱 け出 したいという強 い意志を持 って いることがわか る。彼女 にとっ
て、 この家か らの脱出 は、 ヴィク トリア朝的道徳か らの解放 とい う意味を持 っ
て いるとも考え られ る。 しか し、 ここで もまたJohnの心理が描写 される こ
とによ って、 彼女の主張 は彼好み に潤 色 されて しまう。
His love for her returned and settled placidly on his heart. She 
was his — she would go with him to share his dangers. He put 




面から覆い隠され、代わりに、 自己を犠牲 にして愛する男性に奉仕す るよう
な従属性、旧式の規範では 「女 らしい」 とされる性質が与えられてしまうの
だ。
これ まで見て きたよ うに、作中のKismineは、"innocent"「で あ る」 と
いうよ り、Braddockによ ってそ う 「されて きた」 ので あ り、 また、John
によ ってそ う 「であ るかのよ うに見 せ られてい る」 のだ と言 える。物語が進
んでい く中で、Kismineはモダニズムを志向 し、Johnはヴィク トリアニ ズ
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ムに固執 してい るのだが、 ダイ アモ ン ドの 山が爆 発 し、Washington家が
崩壊 した後 の、物語 の最終場面で は、 この図式 が大 き く変化す ることになる。
飛行機の 来襲 を受 けてBraddockがダイアモ ン ドの山 を爆 発 させ た後、
John、Kismine、Jasmineの三人 だけが現実 の、1920年代の世界 に残 され
る。 この場 面で"gloomily""somberly"(112,3)とい う様 子 で描 かれ て い
るJohnは、Washington家の崩壊 に"disillusion"を感 じた と話 す。 そ し層
て、 ち ょうど、第一次世界大戦で それ以前 の社 会基準が崩壊 し、幻滅 を経 験
した後 の若 者 たちが反動 と して 自由な恋愛観を求 めるようにな ったの と同 じ
ように、旧式 の規範 を維持 していたWashington家の崩壊 で 幻滅 を経験 し
た後のJohnは、 それまで固守 していた恋愛観 を突如 として捨 て、Kismine
に対 して 「と もか く、 しば らくは愛 し合 ってみ ようよ、一年かそ こ らでい い
か ら」(113)とい う20年代の若者風の言葉 を口 にす るよ うになる。
Johnの単純 な変節 と比べ て、Kismineの反応 はよ り複雑 な ものにな って
い る。 元々 この家か ら脱 出す ることを望 んでい た彼女 は、家が飛行機 か ら攻
撃 を受 けて いる間 は 「私 は孤 児 にな って、 完全 に自由になるのね。 自由で貧
乏 なのよ!な んて楽 しいの 凵(106)と叫 び、 ダイアモ ン ドの山が爆 発 し
た直後 には 「ダイアモ ン ドには少 しうん ざ り して たの」(112)と言 って、
最 初の うち は解放 された喜び を無 邪気 に表 して いる。 こう した発言が取 り上
げ られて、Kismineはしば しば"empty-headed""dull-witted"と呼 ばれ、
お伽 の国 のよ うなWashington家にい る間 は 「無垢な」 プ リンセ スだ った
が、現実世界で は単 なる 「無 知な」少 女だ と批 評 され ることもある。 しか し、
ここで重視 した いの は、 この後 しば らく してか ら彼 女が語 る言葉 の方 だ。
"Under the stars
," she repeated. "I never noticed the stars before. 
I always thought of them as great big diamonds that belonged 
to some one. Now they frighten me. They make me feel that it 
was all a dream, all my youth." (113)
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星 には人間の行動を左右 す る力が あるとされ、そ こか ら"influence"、影 響
力 とい う単語 が生 まれた ことを踏 まえれば、父 が所有 していた、彼 の力 を意
味 す るダイアモ ン ドと星 とを結 びっけた彼女 の言葉 は、表面上 に表れ て いる
よ りも深 い意味 を持 っている と考 え られ る。星 を見 る ことによ って、父 の影
響 力 の も とで管理 され て いた世界 が完 全 に消滅 した ことを実感 した今 、
Kismineが言葉 にするのは不安 と喪失 感であ り、彼女 は、Johnのよ うに楽
観 的に同時代 の若者 と同化 しないのである。多 くの場合、 この最後の場面 で
注 目 され るの はJohnの 言 葉 で あ ったため、 この場面 全 体 も、Saturday
EveningPost風の軽薄 な"boy-wins-gir1-ending"(Roulston113)だと非
難 されて きたのだが、本作 品が元 は"TheDiamondintheSky"とい う タ
イ トルであ った ことを考慮す れば、Johnの言 葉 よ り もKismineの言 葉 の
方 に重点が置かれて いると考 え られ る。従 って この場面で重要なの は、単純
に20年 代 の若者 に変身す るJohnではな く、解放が実現 した後 で も同 時代
の フラ ッパ ーへ と移行 しないKismineの姿 なのだ。
この解放後 のKismineの状態 を解釈 す る ため に、 当 時 のFitzgeraldが
自分 の全て の短編 の ヒロイ ンその ものだ と語 っていた彼 の妻、Zeldaが執筆
した エ ッセ イに注 目 した い。本作品が発表 されたの と全 く同 じ1922年6月、
ZeldaはMetro)olitan、Magazine`こ"EulogyontheFlapper"とい うエ ッ
セ イを発表 し、その中で この時期の フラ ッパ ーと、それ以前の、初期の フラッ
パ ーとを区別 して、前者 に苦言 を呈 して いる。
And the new Flappers galumping along in unfastened galoshes 
are striving not to do what is pleasant and what they please, but 
simply to outdo the founders of the Honorable Order of 
Flappers: to outdo everything. Flapperdom has become a game; it 
is no longer a philosophy. (Zelda 392)
"philosophy"として の 初 期 のflapperdomが
、 ヴ ィ ク ト リ ア 朝 時 代 の 「女
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らしさ」 の規 範に基づ く従順 さや性の抑圧に対 す る個人 の反抗 であ ったのに
対 して、 時 代 が進 み 、 す で にそ の 目的 が 達成 され た この 時 期 で は 、
flapperdomは単な るlgame"にな.って しまった。 目的意識 を失 い、 流 行 と
な ったflapperdomは、Sandersonが指摘 して いる よ うに、 若 い女性 はそ
うあ るべ きだ とい う新 時代 の"convention"にまで な り、 元 々 は旧 時代 の
"convention"からの解 放を求めていた初期の フラッパ ー の 目的 を反転 させ
る結果 とな った(Sanderson146-7)。こう した動 き と関連 させて み る と、
旧道徳か らの解放 を求 めて積極的で あ ったKismineが、 その対象 を失 った
今、喪失感 を抱えたま まの状態で とどまって いることは、 この時期 の フラッ
パーの存在に率するア ≧チテマゼになっていると考えられる。
この最後 のKismineの姿 だけを取 りだ してみ ると、NortonAnthology()f
AmericanLiteratureに記載 され ているよ うな見方、 「Fitzgeraldは"New
Woman"の出現 を社会崩壊 の兆 しだ と捉 えていた」(Baym941)とい った
見方 が妥 当だ と思 え るか も しれない。 しか し重 要なの は、旧式 の規範 か ら解
放 され ようとす るKismineと、彼女 をその枠 内に押 しとどめそ お こ うとい
う男性側、 といった、当時の女性たちの ジ レンマを反映 してい る部分 に も目
を向 げ る こ とで あ る。 現 在 で も、 一 面 的 な"Fitzgerald-as-misogynist-
reading"が主流で はあるのだが、 よ く引用 され るTheGreatGatsbyの表
現を借 りれば、Fitzgeraldは自由奔放 な同時代 の女 性 た ちに 「魅 せ られ る
と同時に反発 を感 じて」 いたのであ り、その両面を視野に入れ ることによ っ
て、 より豊 かな作 品解釈がで きるよ うになると考え られ る。
付 記
本論 は、 日本 アメ リカ文学会全国大会(於 青 山学院大学、2002年10月13、
14日)において口頭発 表 したものに基 づ いて いる。
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